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陳情書 

 

平素より保険医療取り扱いへの高揚発展に、格別のご高配を賜りまして厚くお礼申し上げま

す。 

さて、国民（患者）を代表しまして下記の件につき、あん摩マッサージ指圧、はり・きゅう療養

費取り扱い要件における厚生労働省発出通知等が、一部の保険者側において理解がなされてい

ない事案が増加しており、関係各所への厚生労働省発出通知の周知徹底が謀られることを要望

いたします。何卒ご高配賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

記 

 

【陳情項目】 

 

１、 はり・きゅう療養費 

医師の医療先行が必要でないこと等の厚生労働省通知等の周知を要望します。 

 

２、 あん摩マッサージ指圧、はり・きゅう療養費 

円滑な医師の同意書交付について厚生労働省通知等の周知を要望します。 

また、保険医療養担当規則第十七条について適正な解釈の周知を要望します。 

 

３、 あん摩マッサージ指圧、はり・きゅう療養費 

代理受領における厚生労働省通知等の周知を要望します。 

また、受領委任制度の導入を要望します。 

 

 

 

 
 

                                    別紙参照 

 

                                      以上 

 

 

 



別紙 

 

 

【陳情の趣旨】 

１、 はり・きゅう療養費 

医師の医療先行における厚生労働省通知等の周知を要望します。 

 

 

【陳情の理由】 

 

 平成 9年 12 月 1 日「保険発第１５０号」  
 

「なお、通知に示された対象疾患について保険医より同意書の交付を受けて施術を受けた場合

は、本要件を満たしているものとして療養費に支給対象として差し支えないこと」 

 

上記により医師の医療先行が撤廃されました。「保険発第１５０号」は平成１６年１０月１日廃

止されましたが、 
 

 平成１６年１０月１日「保医発１００１００２号」 
 

「保険医より同意書の交付を受けて施術を受けた場合は、医師による適当な手段のないものと

し療養費の支給対象として差し支えないこと」 

と通知されています。 

 

下記の平成２４年２月１３日の「事務連絡」のＱ＆Ａにも記載されていますが 

 

（問 ２）初診の診察のみで発行された６疾病（神経痛、リウマチ、頸腕症候群、五十肩、腰痛症

及び頸椎捻挫後遺症）の同意書の場合、療養費の支給対象としてよいか。 

 

（答）「６疾病については、保険医より同意書の交付を受けて施術を受けた場合は、医師による

適当な手段のないものとして療養費の支給対象として差し支えない」 

 

（問１９）鍼灸の同意は保険医療機関での一定期間の治療を行った後になされるものか。 

 

（答）「医師の適切な診断を受け同意を受けたものであれば、治療の先行が条件とはならない」 

と通知されています。 

 

「同意書は医師の医学的所見、症状経緯等から判断して発行されるものであり、同意書発行の趣

旨を勘案し判断を行うこと。なお、保険者が同意医師に対し行う照会等は、必要に応じて行なわ

れるべきものであること。 

 

※「療養費の支給基準」（抜粋） 

「同意書（又は診断書）については、施術の円滑な実施を図るため様式が定められた。このこと

から、医師照会等はその趣旨を踏まえ、いたずらに調査することなく必要に応じてなされるべき

である。」 

 

 

 

現在、一部の保険者や保険者から委託を受注した外部点検事業者らによる「医師の医療先行」を

謳いながら、医師への照会をいたずらに要求する、個人情報を軽視した照会文書が散見されるこ

とが増加しており、回答に窮した医師の同意拒否、また申請書の返戻、不支給等、国民（患者）

が困窮する事態が発生しています。 

 

 

 



 

 

 

「療養費の支給基準」にもありますように国民（患者）が不利益をこうむらないよう、保険者や

外部委託事業者等による医師への照会で、同意書発行に対する見解や解釈の相違を招き医師が

同意書発行を拒否することの無いよう関係機関への厚生労働省通知等の周知徹底を強く要望し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

【陳情の趣旨】 

２、 あん摩マッサージ指圧、はり・きゅう療養費 

円滑な医師の同意書交付について厚生労働省通知等の周知を要望します。  

また、保険医療養担当規則第十七条について適正な解釈の周知を要望します。 
 

 

【陳情の理由】 

 

 平成１６年１０月１日「保医発１００１００２号」 
 

「あんま・マッサージの施術に係る診断書の交付を患者から医師に求められた場合は、円滑に交

付されるようご指導願いたいこと」 

 

「はり・きゅうの施術に係る診断書の交付を患者から医師に求められた場合は、円滑に交付され

るようご指導願いたいこと」 

 

平成２４年２月１３日「事務連絡」 

 

（問１８）保険医療養担当規則第十七条で、「保険医は、患者の疾病又は負傷が自己の専門外に

わたるものであるという理由によって、みだりに、施術業者の施術を受けさせることに同意を与

えてはならない。」とは具体的にどのような事を指し示すのか。 

 

（答）医師が専門外である事を理由に診察を行わずに同意を行う無診察同意を禁じたものであ

る。医師の診察の上で適切に同意書の交付を行う事が求められる。 

 

（問２０）同意を行った医師は施術結果に対して責任を負うものか。 

 

（答）「同意した医師は施術結果に対する同意を行うものであり、施術結果に対して責任を負う

ものではない」 

 

 

 

医師の誤解により、あん摩マッサージ指圧、はり・きゅう同意書交付拒否が散見しています。 

円滑な同意書交付のため、通知の周知徹底を要望致します。 

また、保険医療養担当規則第十七条について適正な解釈の周知を強く要望します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【陳情の趣旨】 

３、あん摩マッサージ指圧、はり・きゅう療養費 

代理受領における厚生労働省通知等の周知を要望します。 

また、受領委任制度の導入を要望します。 
 

【陳情の理由】 

 

平成１８年３月「東京高等裁判所判決」 

「被保険者が、受けるべき、給付金の振込先を第三者名義の口座に指定した場合に、その第

三者名義の口座に給付金を振り込むというものであって、保険者においてその振込みを拒

否出来ない物であるから、本件で問題となっている受領委任払いとは異なるものであると、

認められる。」 

 

「療養費の支給基準」 

「また、支給手続きに際し、特別な場合を除いて患者(被保険者)の経済的負担等を考慮すれ

ば、できる限り速やかに償還手続きをすべきである。償還に際し、被保険者が当該施術に係

わる療養費の受取を他の者に委任し、受け取る事が可能である。」 

 

平成２２年５月２４日「保医発０５２４第４号」（療養費支給申請書 代理委任欄抜粋） 

「本申請に基づく給付金に関する受領を代理人に委任します」 

※「給付金に関する受領を代理人に委任する（申請者名義以外の口座に振込みを希望される）

場合に記入して下さい。」 

 

平成２７年１０月１６日「保保発１０１６第１号」 

「療養費の支給に関する受領を代理人に委任した場合において、その払い渡し先の口座に

ついては、被保険者本人名義の口座でなければならないとする法令上の根拠はありません。」 

 

 

 

現状、保険者による委任払い拒否、また申請の返戻等が散見しており国民（患者）不利益に

繋がっています。 

 

併せて、「あん摩マッサージ指圧、はり･きゅう療養費検討専門委員会」で検討されている「受

領委任制度」の導入を強く要望します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 


